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肱川流域の水質環境基準点と類型指定

　　　　　　　　　　　凡　　例

：　環境基準類型指定河川

：　水系内流域界

：　市町村界

：　環境基準点

：　既設ダム

：　主要な流量観測地点

：　環境基準点類型

水質汚濁の環境基準の設定状況

[ＢＯＤ2mg/l
以下]

[COD 5mg/l
以下]

[BOD 1mg/l
以下]

河川名等 環境基準

肱川 矢落川

小田川 中山川

黒瀬川

鹿野川ダム湖

舟戸川

Ａ(河川)

Ｂ(湖沼)

ＡＡ(河川)

※[  ]書きは基準値

湖



肱川流域の水質の経年変化
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平水流量
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図2.2.6 肱川流域の汚水処理人口普及率（平成１４年度末）
出典：愛媛県土木部道路都市局都市整備課下水道係資料

国土交通省都市・地域整備局下水道部下水道事業課HP



肱川流域清流保全推進協議会の設立趣旨と経過

■設立趣旨

肱川水系は、人々に無限の恵みを与え、固有の風土と

文化を育みながら生活に潤いと調和をもたらしてきまし

た。しかしながら、社会経済の発展と生活環境の変化に

伴い、肱川水系の清流が失われつつあります。流域に住

むものの共通の財産である美しく豊かな肱川水系を保全

し、次代へ引き継いでいくことは、現代に生きる私たち

の責務であります。

そのため、流域の市町村、国及び県が連携して河川の

浄化と河川環境の保全を図ることを目的として 「肱川、

流域清流保全推進協議会」を設立しました。

設立の経過■

Ｈ１２．１０ 肱川水系水環境検討会設立

肱川清流保全条例制定（大洲市）Ｈ１３． ６

肱川流域９町２村で「清流保全条例」制定Ｈ１４． ３

Ｈ１４． ３ 肱川水系水環境検討会（第３回）開催

（推進協議会との一本化を確認）

肱川流域清流保全推進協議会設立Ｈ１４． ７



肱川清流保全条例の概要

肱川流域の水環境保全を目的とした条例で大きな

ポイントは次のとおりです。

①自治体・流域住民・事業者の責務を明確にし、

②河川浄化等を図るために、必要な指導及び助言を

行う。

③河川の浄化等を推進するため「河川美化協力員」

を置く。

河川浄化を図るため、相互に連携し協力する。



主な活動内容）

① 下水道等の処理施設の整
備の推進

② 流域浄化対策の一環であ
る浄化事業の推進

③ 広報誌の配布や現地見学
会による啓発活動

④ 流域における汚濁負荷量
の削減状況の評価の公表



（水質改善）

矢落川：水質浄化施設を設置し水質改善。

矢落川水質浄化施設完成予想図

流域浄化対策の一環である浄化事業の推進



広報誌の配布や現地見学会による
啓発活動

○野村町野村小学校４年生による野村町山瀬
川の河川浄化試験施設の見学会



肱川流域で実施している現地浄化実験施設
肱川の昭和３０年代のようなきれいな流れの回復に向けた水環境改善
施設の現地試験場
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肱川町河辺川
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ダムのアオコの現状と対策



野村ダムの水質経年変化

Ｔ－Ｎ年平均値の経年変化
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鹿野川ダムの水質経年変化

出典）公共用水域の水質調査結果より

T-N年平均値の経年変化
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アオコの発生状況

鹿野川ダム野村ダム
●アオコ発生状況

・平成８年９月下旬頃
・平成１０年８月初旬頃
・平成１３年８月下旬～１０月初旬
・平成１４年７月初旬～９月中旬
・平成１５年７月下旬～１１月中旬

注１）各ダム管理事務所の既存資料により確認できる近年の発生状況である。
注２）当該年の最も早い時期から最も遅い時期の概ねの期間を表しており、期間中に発生していない時期も含む。

●アオコ発生状況
・平成６年８月初旬～９月中旬
・平成７年７月中旬～８月初旬
・平成９年８月初旬～９月中旬
・平成１０年６月中旬～９月初旬
・平成１１年６月中旬～１２月下旬
・平成１２年６月下旬～７月中旬
・平成１３年７月下旬～１２月初旬
・平成１４年６月中旬～１０月下旬
・平成１５年５月中旬～

野村ダム 鹿野川ダム



深層バッキ装置

Ｈ２年設置

バッキ装置から酸素を供給し、
マンガンの水面での酸化によ
る黒水化を防ぎます。

野村ダム水質対策



水質保全フェンス

Ｈ１２年設置

水質改善フェンスを設置することによって、プランクトンの餌
である栄養分が、プランクトンのいない層に流れます。これ
によって、プランクトンの光合成による増殖を抑制します。

野村ダム水質対策



汚水(処理原水)　１段目 植栽
（最上段）

　　　　　　　

　　　　　　　

 処理水

傾斜土槽（実験）

傾斜土槽法は、傾斜をつけた薄層担体(薄層土壌：充填材料として鹿沼土
を充填)に汚水を浸透流下させて、水質を浄化する方法。

Ｈ１４年～実験

野村ダム水質対策



密度流拡散装置（実験）
○軽い表層水と重い低層水を混合して中間的な密度の水をつくる。

○中間的な密度の水は表層水と低層水の間を重力の力によって広範囲に拡散。

装置設置状況

装置全景

鹿野川ダム水温鉛直分布
（平成１２年夏期）
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平成７年９月１８日撮影

鹿野川ダム貯水池流入部の底泥
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鹿野川ダム堆砂状況縦断図
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鹿野川ダムの底泥堆積状況

堆砂状況縦断図

底泥柱状図
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凝集材を投入し
攪拌

沈澱処理鹿野川ダム湖

脱水処理

凝集脱水処理設備

処理水はダム湖へ還元 脱水したアオコを処理

ポンプによるアオコ回収
（ダム堰堤付近）

アオコ回収ポンプ アオコの凝集状況（実験）

脱水後のアオコ

鹿野川ダムにおけるアオコ回収方法

凝集脱水処理装置



アオコ回収を行う範囲

凝集脱水処理設備

鹿野川ダムにおけるアオコ回収実績

○アオコ回収機器の設置期間

７月２８日～１０月１９日

８４日間

○稼働実績

５６日間

○アオコ回収量

約９トン（処理水量約１万m3）



腐敗が始まっている状態

鹿野川ダムにおけるアオコ回収による効果

○今回採用した装置によるアオコ回収の実効性を確認

も
し
、
回
収
し
な
か
っ
た
ら

○アオコの腐敗による悪臭の防止が図られた

回収後 平成１５年度のアオコ発生状況 平成１３年度のアオコ腐敗状況

アオコが大量発生している 腐敗の進行を抑制



鹿野川ダムにおけるアオコ回収による効果（水質改善）

ＳＳ
（浮遊物質量）

4471.9

35.0
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

原
水

処
理
水

（ｍ
ｇ
/ｌ

）

ＣＯＤ
（化学的酸素要求量）

1729.2

6.2
0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

原
水

処
理
水

（
ｍ

ｇ/
ｌ）

大腸菌数

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

原
水

処
理
水

（M
P
N

/1
00

m
ｌ）

×1,000,000

44,780,443

2,947

総窒素

404.6

1.8
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

原
水

処
理
水

（ｍ
ｇ/

ｌ）

総りん

38.3

0.023
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

原
水

処
理
水

（ｍ
ｇ/

ｌ）

クロロフィル a

32659.8

1.7
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

原
水

処
理
水

（μ
ｇ

/ｌ
）

ＳＳ
（浮遊物質量）
COD
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大腸菌群数

総窒素、総りん

クロロフィル a

：水中に浮遊する物質の量をいい、数値が大きいほど水質汚濁
が著しい。

：水中の汚濁物質が還元されるときに必要な酸素の量をいい、こ
の値が大きいほど水質汚濁が著しい。

：大腸菌が水中に存在するということは、人畜のし尿などで汚染
されている可能性を示すものである。

：水中に含まれる全ての窒素化合物、リン化合物の量をいう。水
中にある窒素、りんは栄養塩と呼ばれ、植物の増殖に必要で
あり、数値が大 きいほど水質汚濁が著しい。

：クロロフィルは葉緑素で、クロロフィル aは藻類の現存量の指標
である。

除去率 ９９．２％ ９９．６％ １００．０％ ９９．６％ ９９．９％ １００．０％

○処理水の水質は以下のように大きく改善（COD、ｸﾛﾛﾌｨﾙa等）

注）数値は水質検査を実施した７回の平均値である。


